
　

都道府県名 事業実施主体 地域再生計画名

計画期間 評価責任者

港湾整備事業
（守江港）

漁港整備事業
（美濃崎漁港）

係留施設、水域施設
外郭施設、臨港交通

施設

係留施設

はも・ハモ祭り
計画外で独自に実施した
事業

水産業競争力強化緊急施設整備事業

特別措置を適用して行う
事業

-

有りの場合その具体的内容

　　 地域再生計画の見直し  (　　有　・　　無     )
計画上の整備を行うことで、安全で安定した漁業活動を行える環境を整備し、目標は概ね達成される見込みであるが、事業の進捗が遅れている。
このため、中間評価の結果を踏まえ、計画変更や事業期間を２年延伸する。

     令和６年度予算要望額への反映　(　有　・　　無  )
漁港：物揚場の設計見直しに伴い、本工事費が増加したため、令和6年度に事業費を要望する。

　　 有りの場合の増減額　　　60,000千円

中間評価結果の反映状況

達成状況

指標
総数

達成
数

2 2

計画通り、実施。

事業の進捗状況に関する評価

〇 大分県漁協杵築支店におけるハモの取扱目標66.9tに対しR4年度は78.8ｔの取扱いを行った。

R6

●事業期間延長,計画の変更の認定申請を予定
●守江港設計見直しに伴う事業費の見直し
　・計画期間
　　　認定時　令和6年度完了予定　→　見直し後　令和7年度完了予定［1年間延長］
　・令和7年度の事業費
　　　認定時　0千円　→　見直し後　308,251千円［308,251千円（うち交付金102,750千円）増］
　・総事業費
　　　認定時　1,323,000千円　→　見直し後　1,519,251千円［308,251千円（うち中間評価結果を反映した増加額308,251千円（うち交付金102,000千円）増］
●美濃崎漁港設計見直しに伴う事業費の見直し
　・計画期間
　　　認定時　令和5年度完了予定　→　見直し後　令和7年度完了予定［2年間延長］
　・令和6年度の事業費
　　　認定時　0千円　→　見直し後　120,000千円［120,000千円（うち交付金60,000千円）増］
　・総事業費
　　　認定時　150,000千円　→　見直し後　277,200千円［120,000千円（うち中間評価結果を反映した増加額120,000千円（うち交付金60,000千円）増］

⑦今後の方針等に対する
対応

⑥今後の方針等

③評価方法 第三者(漁業協同組合)及び地方公共団体(各市役所担当課)意見を求め、中間目標値の実現状況に関する評価・検討を実施

④中間評価の公表方法 大分県のホームページに掲載予定

⑤計画全体の総合評価
本地域再生計画は、守江港、美濃崎漁港の整備を一体的に行うことにより、安全で安定した漁業活動を行える環境を整備し、出漁日数の増加を図るものである。また、水産振興・観光振興イベント等のソフト事業を併せて実施することによ
り、杵築市の再産業・観光業の振興を図る。

ハモの取扱量の増加 漁協杵築支店において、荷捌・ハモ加工処理施設の整備を行い、荷捌きスペース及びハモ活魚水槽容量不足の解消を図った。

市内小学校でのハモの調理実習 地元への普及促進 市内小学校にて、ハモの調理実習活動を通じて、地元での普及促進を図った。

地元でのイベント開催を通じて、地元民への普及促進を図った。地元への普及促進

-

②事業の進捗状況 事業名

整備量（その他の事業では取組内容）

計画
中間年度
（R4）

その他の事業

係留施設 係留施設

令和４年度の漁協骨切りハモの市内取扱い店舗数は５店舗で、うち飲食店２店舗、小売店２店舗、水産
加工業１店舗となった

最終実績
見込み

係留施設、
水域施設
外郭施設、
臨港交通施
設

計画通り、実施。

指標２

係留施設、
水域施設
外郭施設

係留施設、
水域施設
外郭施設、
臨港交通施
設

4店舗 R4

係留施設

5店舗

中間目標値の実現状況に関する評価
基準年度 年度 中間実績 基準年度

〇

最終目標値
中間評価

78.8t 66.9tR1 56.5t R6

中間目標値

R4

4店舗 R1

指標１
大分県漁協杵築支店におけるハモ
の取扱量

５店舗

40.9t①地域再生計画に記載した
数値目標の実現状況

指標
基準値

地域再生計画（地方創生港整備推進交付金）中間評価調書

大分県 大分県、杵築市

大分県土木建築部港湾課長　多田耕治、大分県農林水産部漁港漁村整備課長　工藤秀明

杵築市ハモの地域ブランド化による活力あるまちづくり計画

令和2年度～令和6年度

漁協骨切りハモの市内取扱い店舗
数


